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東病棟カンファレンス記録
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＜連絡事項＞

· 6月13日（月）病棟巡視あり。環境整備を計画的に進めて下さい。これを機会に日々の環境整備では行えていない場所等も計画に沿って整備していくようお願いします。

· 患者様の処遇制限に変更があった場合は、必要書類や記録の整備と確認を確実に行い、看護ケアにも反映していくようお願いします。
· 病棟宛てに届いた書類は、優先順位を判断しながら責任を持って処理及び管理をするようお願いします。
· 金井スタッフと橋本スタッフですが、患者様の受け持ちを開始していく事となります。各自、協力をお願いします。
· 退院療養計画書ですが、作成した当日中には主治医へ提出し、確認して頂くようお願いします。余裕を持ち対応して下さい。
· 患者様のケースカンファレンスを行った場合は、検討した内容や意見を看護及びケアに活かしていくようお願いします

＜患者様連絡事項＞

· 清水　由美子様～本日、外泊より帰院。本人と義母様より、6月10日（金）退院したいとの
　　　　　　　　希望あり。主治医へ確認し、6月10日（金）退院の運びとなります（時間
　　　　　　　　未定）。9日（木）に退院療養検討会を実施する予定としている。

· 保土澤　助定様～明日、血糖値日内変動実施の指示。

· 吉田　良子様～臨時薬同内容にて継続処方。

· 寺澤　一男様～臨時薬同内容にて継続処方。

· 川村　カノ様～臨時薬同内容にて継続処方。

· 外山　尚武様～臨時薬同内容にて継続処方。本日で排便3日間確認出来ていないが、夕食後
　　　　　　　のシンラック液10滴服用にて様子観察の指示。

· 吹越　弘友紀様～食事摂取量の不安定さが続いている為、エンシュアリキッド3缶／日が継
　　　　　　　　続処方。

· 天間　康宏様～排便困難時の予測指示は6月22日（水）まで継続。

· 袴田　将志様～本日で排便3日間確認出来ておらず、シンラック液20滴服用の指示あり。

· 吉田　トキ様～経口からの食事摂れず、介入時の易怒性もある事から、ヴィーンD500ml＋リ
　　　　　　　ントン（5）1A点滴の指示あり。予測指示として、食事2回摂れない場合は
　　　　　　　ヴィーンD500ml点滴実施の指示。また、拒薬時は経過観察との予測指示あ
　　　　　　　り。

＜安ヶ平Dr診察＞

· 木村　格治様～手の振るえ等を理由に薬剤変更を強く希望している。主治医と相談し、次週定期薬より薬剤内容変更となる。　

変更内容：ロンフルマン（0.28）1T　1×就床前

　　　　　　　　↓

　　　　　フルニトラゼパム（1）1T　1×就床前

＜身体拘束・隔離の開放観察について＞

現在、終日隔離にて経過している小笠原　久年様、身体拘束を行っている池野　功一様の開放観察基準について意見交換を行っている。

· 小笠原　久年様～終日隔離継続中。現在、午前と午後の開放観察を行っている。開放観察
中の不穏さは無し。対面時の暴力行為も無い。

· 池野　功一様～身体拘束継続中。日中は拘束解除しスタッフ見守りの中、ホールにて過ご
　　　　　　　されている。幻覚妄想に左右された言動は続いており、介入を要する。

開放観察を行う為の基準として、観察している患者様の表情や口調、態度等に違和感や不自然さを感じた場合、明らかに不穏を呈している状態の場合等には開放観察は難しいと思われる。日々の関りの中で患者様の状態を見極め、少しの変化も敏感に捉えていく事が必要。その中でいかに開放時間の拡大を図っていくかが大切であり、対応するスタッフも患者様の現在の状態を把握しておく事が大切となる。

